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江の島に現れたホッケ

写真（KPM-NR 241006A）：

　ホッケ Pleurogrammus azonus Jordan
　 & Metz, 1913, 新江ノ島水族館水槽

　内， 崎山直夫撮影

さきやま　 た だ お

崎山 直夫（新江ノ島水族館 館長）
 せ のう　 ひろし

瀬能 宏（学芸員）

　 2023年2月13日、北方系の魚類として

知られるホッケ（スズキ目アイナメ科）が

江の島の定置網で漁獲されました。相模

湾には温帯域の魚類が多く見られる他、

近年では海水温の上昇傾向を反映して

熱帯・亜熱帯生物の記録が増えつつあり

ます。一方、冬の寒い時期には北方系

の生物が出現することがあります。本種

もその一つで、本来は東北地方以北に

多い魚類です。

　相模湾では1962年以降、これまでに

少なくとも16例のホッケの出現が記録さ

れています。昨冬は下田の爪
つ め き ざ き

木崎にキタ

オットセイ（2022/12/27）、東京湾の羽田

空港近くでトド（2023/1/15）が出現した

ことから、親潮からの冷たい水が相模湾

に影響を及ぼしていた時期があったの

かもしれません。

　食卓では開き干しなどでなじみのある

ホッケですが、近年は漁獲量が激減し、

食卓にのぼるサイズが小型化して値段

も高騰しているようです。今回のホッケは

他の魚に混ざって漁獲されたにもかか

わらずとても状態が良く、「相模湾産の

ホッケ」として新江ノ島水族館で展示する

ことができました。
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神奈川県での牧野富太郎
た な か　　の り ひ さ

田中 徳久（館長）

はじめに

　 2023年度前期の連続テレビ小説「らん

まん」で、主人公のモデルとされている

牧
ま き の

野富
と み た ろ う

太郎は、日本の植物学の父とも

呼ばれます。牧野は高知県に生まれ、

東京大学を活動拠点の一つとしました

が、神奈川県にも深い所
ゆ か り

縁があります。

ここでは、神奈川県での牧野の活動と

牧野が採集した標本を紹介します。

牧野富太郎と横浜植物会

　神奈川県には、日本最古の植物愛好

会である横浜植物会があります。会は、

1909（明治42）年、牧野を講師に迎え、

横浜市中区弁天通にあった丸善薬店に

誕生しました。後に『神奈川県植物目録』

（1933）を編
へんさん

纂した松
ま つ の

野重
じ ゅ う た ろ う

太郎ら5名が

発起人でした。牧野は会の指導者として、

例会（現在は観察会ですが当時は採集

会）に参加し、横浜市内はもとより、神奈川

県内各地、富士山方面にも足を延ばして

おり、標本や写真が残されています。初期

の会員には、清
し み ず

水藤
と う た ろ う

太郎や久
ひさうちきよたか

内清孝、

舘
たてわき

脇 操
みさお

、武
た け だ ひ さ よ し

田久吉、伊
い と う

東初
は つ た ろ う

太郎ら、錚
そうそう

々

たるメンバーが名を連ねていました（図1）。
また、ヨコハマダケ（図2）やトウゴクミツバ

ツツジ（図3）、イワシャジン（図4）など、会員

が採集した標本をもとに牧野が命名した

植物や、会員が発見に関わった植物

ほか、会員に献名された植物が多数あり

ます。

　横浜植物会は、その後も活動を続け、

2009年には100周年を迎え、100周年

記念誌 『横浜植物会の歴史』を刊行しま

した。現在でも誕生当時と同様、月1 回

程度の例会を開催し、牧野の遺志を汲み、

会員への植物知識の普及に努めてい

ます。また、『神奈川県植物誌1988・2001・
2018』のための調査に協力し、2003年
には 『横浜の植物』を刊行しました。これ

らは標本を元にした分布図を掲載した

学術的な成果で、牧野の標本に対する

熱意を引き継いだ活動だと言えます。

牧野の学術と普及教育に力を注いだ

情熱が、会の活動にも連
れんめん

綿と引き継が

れています。

牧野が残した植物標本

　 牧野は、横浜植物会だけではなく、

日本各地で、それぞれの地方の植物愛好

家を指導するとともに、自らも植物標本を

採集しました。また、併せて指導した地方

の愛好家から植物標本の同定（植物の

名前を明らかにすること）を

依頼されました。その生涯

に収集した植物標本は

40万点を超えると言われ、

多くは東京都立大学の

牧野標本館に収蔵されて

います。その中には、牧野

が学名をつけ、新種として

記載した植物の基準標本

のほか、後に別の研究者

により、別の標本に基づき

新種として記載された植物

も含まれます。

神奈川県に所縁のある牧野標本

　神奈川県内で採集された標本に基づ

いて牧野が新種として記載した植物に

は、前述のヨコハマダケやトウゴクミツバ

ツツジのほか、牧野自身が採集したもの

では、コガネシダやタマノカンアオイなどが

あります。また、今では県内から失われた

植物の標本も多く残されており、ホソバ

イラクサ（図5）やサデクサ（図6）、ハマウ

ツボなどがあります。後者の標本は、その

図1.　横浜植物会例会．大正6年1月21日 神奈川県立第一中学

校 現・県立希望ヶ丘高等学校（伊東初太郎の孫である三谷 創 
提供）．

図2.　ヨコハマダケの石碑．ヨコハマダケは横浜

植物会の発起人のひとりである松野重太郎

が発見し, 牧野が1918年に記載した. 碑は旧

松野重太郎邸に建立されている．

図3.　 ト ウ ゴ ク ミ ツ バ ツ ツ ジ Rhododendron 
wadanum Makino（ツツジ科）．1914年に牧野

が箱根で採集した基準標本とされる標本

（MAK100772； 東京都立大学牧野標本館蔵）．

図4.　イワシャジン Adenophora takedae Makino
（キキョウ科）．1905年に玄倉川上流で武田

久吉が採集した基準標本とされる標本

（MAK86424； 東京都立大学牧野標本館蔵）．
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後の自然環境の変化や各種開発などで、

今の神奈川県内ではその姿を見ること

はできない植物が、過去のそれぞれの

時点、場所に、確かに存在していた証拠

として重要なものです。このような標本を

「自然の証拠」として、過去から未来に

引き継ぎ、継承し続けることは、博物館の

重要な使命の一つです。

連綿と引き継がれる標本

　 当館は、牧野の標本は所蔵していま

せんが、牧野と同時代の澤
さ わ だ

田武
た け た ろ う

太郎の

コレクションがあります。澤田は東京大学

植物学教室に出入りし、横浜植物会で

久内清孝と知り合い、同会の講師であった

牧野を師と仰ぐようになりました（図7）。
澤田の標本は、新聞紙の半紙大の台紙

に貼
て ん ぷ

付されており、通常の標本棚には

収まらず、専用の標本棚に収納してい

ます。この標本については、「牧野博士も

舌を捲
ま

いて誉めていたほど」と記されて

います（本田, 1978）。
　牧野や澤田より古い標本は、外国人に

より採集されたものが多く、大部分は本国

の標本庫に保管されています。「らんまん」

にも登場したツュンベリーやサヴァチェ、

マキシモヴィッチの標本は、それぞれ

スウェーデンのウプサラ大学、フランスの

国立自然史博物館、ロシアのコマロフ

植物研究所に所蔵されています。これら

の標本は、それぞれに採集された時代、

場所の貴重な資料として、今後も未来に

引き継がれていきます。

神奈川県の植物相調査

　神奈川県は、その植物相（ある地域に

分布している植物の種類の全体像）が最

もよく調べられている都道府県です。県

全体の植物目録・植物誌として、1933年
に刊行された『神奈川県植物目録』

から、2018年に刊行された『神奈川県

植物誌 2018』まで、6編もが刊行されて

いる都道府県は他にありません。中でも、

神奈川県植物誌調査会により1979年
以来、調査が継続され、野外で植物を

採集し、それを証拠標本とした分布図を

掲載している『神奈川県植物誌1988・
2001・2018』は、その調査方法とともに、

高い評価を得ています。なお、神奈川県

植物誌調査会による調査開始は、前出

の横浜植物会の会員有志の動きがきっ

かけでした（村上, 1979）。
　 しかし、このように詳しく植物相が解明

されている基礎には二つの要因があった

と考えられます。一つはツュンベリーや

サヴァチェ、マキシモヴィッチらの外国人

研究者が、神奈川県で植物標本を採集し、

研究したことです。もう一つは日本の植物

研究の主役を日本人が担うようになり、

首都東京に近く、自然豊かな神奈川の地

で、先述のような牧野や牧野が指導した

地域の植物愛好家が活動したことです。

おわりに

　 この原稿を皆様が読まれる頃には、ド

ラマ「らんまん」も佳境を迎えているかと

思います。「らんまん」の主人公は牧野

をモデルにしているものの、フィクション

であることは間違いありません。ですが、

この1年間ほど、日本各地で牧野を題材

にした展示会の開催が相次ぎ、各誌に

関連記事が掲載されました。また、関連

した書籍の刊行も引き続いています。

また、これほどまで「植物採集」や「植物

標本」「植物画」「植物学雑誌」の言葉が

広く認識されたこともなかったように思い

ます。今後は、この盛り上がりを一過性

のものとすることなく、牧野が情熱を注

いだ「標本」を、未来に引き継ぐことを

博物館の大切な使命とし、活動を続けて

行ければと思います。

　最後に、貴重なお写真を提供いただ

いた三
み た に

谷 創
はじめ

、澤
さ わ だ

田秀
ひでさぶろう

三郎の各氏と横浜

植物会、所蔵標本の撮影を許可いただき、

使用させていただいた東京都立大学

牧野標本館にお礼申し上げます。

参考文献

本田正次, 1978. 随想：私の自然 （2）箱根

　 八里. 國立公園, (338): 12–13.
村上司郎, 1979. “緑の紳士録”づくり－神

　 奈川植物誌調査会発足について－.
　 横浜植物会年報, (8): 24.

図5.　ホソバイラクサ Urtica angustifolia Fisch.
ex Hornem.（イラクサ科）．1920年に牧野が箱根

で採集した標本．神奈川県内では絶滅したと

考えられる（MAK119389； 東京都立大学牧野

標本館蔵）．

図6.　サデクサ Persicaria maackiana （Regel）
Nakai（タデ科）．1905年に牧野が横浜で採集

した標本．神奈川県内では絶滅したと考えら

れる（MAK14985； 東京都立大学牧野標本

館蔵）．

図7.　牧野富太郎（左）と澤田武太郎（右） 
箱根山中（澤田秀三郎提供； 生命の星・地球

博物館蔵）．
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より良い企画展を作るには？ 〜展示を評価しながら考える 石浜 佐栄子（学芸員）
いし はま　さ　え　こ

　世界中の博物館等施設で数多の企画

展示が日々新たに生み出されています

が、その展示制作までのプロセスは、

内容や目的、予算規模等によって実に

様々です。当館は特別展や企画展に

かけられる予算が限られていることも

あり、学芸員自身が学術的な内容に関

することのみならず、企画立案、展示物の

デザイン、印刷物の編集、展示台の工作

からラベル製作まで、ボランティアさん

たちの助けも借りながら、ほぼ手作りで

展示を作り上げています。

　 ここでは次回の企画展を例に、当館

では展示をどのように企画し、どのように

練り上げているのか、その裏側を少しご

紹介したいと思います。

展示室入場者の傾向を読み解く

　 博物館には、どのような人が訪れて

いるのでしょうか。展示を企画するにあ

たり、その展示を見に来てほしい人、

すなわちターゲット層を設定しますが、

その第一歩として、普段の来館者層を

知っておくことは欠かせません。

　 当館の2022年度の常設展示室への

入場者の内訳は図1の通りです。小学生

以下（園児＋小学生）の入場者が約35％
を占めます。ここ20年ほど、小学生以下

の入場者は成人の入場者（全体の25〜
35％程度）を上回る傾向にありました。

そのため我々学芸員は子ども向け展示

の重要性を認識し、特別展での子ども

向け体験コーナーの設置など様々な

試行をしてきました。

　 ところが2014年度あたりから小学生の

入場者数は減り、むしろ「園児（3〜6歳
の未就学児）」の存在感が増してきている

ことが分かりました（図2）。開館当時は

入場者の6〜7％程度しかいなかった

園児がじわじわと増加し、割合のみな

らず実際の人数としても増えています。

　 さらに当館の場合、3歳未満の来館者

には観覧券を発券しないため、0〜2歳
は統計の対象外となります。2022年度の

場合、「園児」は3〜6歳の3.5学年（年少

の1つ下の学年で3歳になった児＋年少

＋年中＋年長）分で入場者の13.6％、

「小学生」は6学年分で入場者の21.3％
です。つまり1学年あたりで見た園児の

利用は、小学生と同等か、それ以上に

多くなっているのです。

　小学生の場合、その半数程度が学校

等による団体利用ですが、園児の場合

は多くが家族など個人単位での利用

です。つまり近年利用が増えているのは

「幼児を含む家族連れ（以下、“親子

連れ”）」だと推定することができます。

週末に展示室を巡回していると、2歳
以下と思われる乳幼児を連れた親子

連れも多く、統計が示す数字以上に展示

室を利用する未就学児の数が増えて

いることを感じます。

　 “親子連れ”の来館が増えているのは

当館だけではなく、近年、多くの自然史

系博物館や科学館で同様の傾向がある

ようです。子どもが小さな頃から博物館

等に連れてくる教育熱心な保護者の方

が増えているのか、幼児連れで出かけ

られる場所が減っているのか、小学生も

高学年になると家族で博物館には来なく

なってしまうのか…理由は気になると

ころですが、ともあれ近年の当館の展示

室は、この少子化の世の中にもかかわ

らず、“親子連れ”を抜きには語れなく

なっているのが現状です。

幼児も保護者も楽しめる展示の企画を

　 このような現状を受け、幼児にも保護

者にも楽しんでもらえるような展示の

あり方について、2020年度から加藤学芸

員・大坪学芸員・広谷名誉館員らととも

に研究助成を受けて検討を重ねてきま

した（JSPS 科研費20K01132）。クイズや

ポップ解説など、展示に「ちょい足し」

する親子向け企画はこれまでも実施して

きたのですが、一度それなりの広いス

ペースを使って親子連れをターゲットと

した展示を作れないかなぁと考えていた

ところ、2023年度の企画展の一部として

実践してみては？という声があり、早速、

昨年の秋頃から具体的な展示内容の

検討を始めました。

　企画展「動物たちのくらし〜薮
やぶうち

内正
まさゆき

幸

が描いた生態画の世界〜（仮）」は、動物

生態画家として著名な薮内正幸氏の

イラストを当館収蔵の剥
はくせい

製や写真等と

ともに展示し、動物たちのくらしぶりを

伝えるとともに、動物生態画の重要性や

魅力などを紹介する展示です（2024/2/23
〜5/12開催予定）。図鑑などに掲載さ

れた生態画の原画をじっくり見てもらうと

なると、主なターゲットは大人ということ

になりそうですが、薮内氏は絵本や児童

書の挿絵の仕事も多く手がけています。

そこで本企画展では、大人向けコーナー

と親子連れ向けコーナーを設け、展示室

を二分した展示構成にチャレンジして

みることにしました。もちろん、全体の構成

として誰にでも楽しめる工夫を凝らす

ことは大前提です。

　親子連れ向けコーナーでは「絵本に

出てくる生態画と剥製を通して、動物

たちの生態をやさしく伝え、親子で対話

図1.　当館の常設展示室の入場者

（2022年度， 計224,862人）の属性の

内訳．発券を元とした統計のため， 
0～2歳の入場者や無料エリアのみ

の利用者は含まない．

図2.　「園児」と「小学生」， それらを合わせた「小学生以下」

の入場者の割合の年度変化（1995〜2022年度, 当館年報

データに基づく）．新型コロナウイルス感染症が流行した

2020〜2022年度は， 成人の割合が増えて子どもの割合が

減り， 小学生以下の入場者割合を成人が上回った．
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をしながら動物に親しみをもってもらう」

ということを目標に掲げました。せっかく

博物館で展示をするのだから、生態画

と剥製を並べて展示したい！というのが

我々学芸員が考えた基本コンセプト。その

方向性で展示内容を議論していたの

ですが…その中で出てきたのが「幼児

は剥製を『死』に近いものとして怖がる

のでは？」という意見でした。

　 確かにそうかもしれません。もしかし

たら幼児には、実物の剥製よりも、伝え

たい情報を詰め込んで作った「ぬいぐ

るみ」を展示した方が良いのだろうか？ 
ちょっと考え込んでしまった私は、来館

者の生の声を聞いてみよう！と思い立ち

ました。

展示を形成しながら「評価」する

　来館者の理解度や満足度の高い展示

を作るためには、展示の「評価（エバリュ

エーション）」を行い、その結果をふま

えて企画を再検討したり、修正や改善を

行ったりすることが有効です。「評価」と

いっても、入場者の人数とか、入館料

収入の金額とか、出口調査で〇○％の

人が「満足」と答えたから展示は成功…

とかいうことではありません。学芸員の

意図が無理なく伝わり、来館者も満足で

きる、そんな展示を作るために来館者の

声を聞き取り改善に生かすのが、展示の

「評価」です。

　 展示の評価には、企画段階に行う

「事前評価」、展示を形成する途中で行う

「形成的評価」、展示完成後に行う「総括

的評価」があります。今回実施したのは

試作展示を作り、それを見た人の反応を

探る「形成的評価」です。「剥製の展示

は親子連れに受け入れられるのか？」

という問いを立て、「①剥製＋生態画」と

「②ぬいぐるみ＋生態画」という2つの

試作展示を作り、それらに対する印象や

好みを回答してもらって展示の方向性

を確認することにしました。当館で実施

する企画展だから、実際に当館に足を

運んでくれた人に意見を聞くのが妥当

だろうということで、開館記念イベント

「ミューズ・フェスタ2023」（2023/3/11-12）
にて試作展示を前にアンケート調査を

実施したところ（図3）、2日間で202枚の

回答を得ることができました。

　 回答を分析した結果、約2/3の人が

「①剥製＋生態画」、約1/3の人が「②ぬい

ぐるみ＋生態画」の展示を好むことが分

かりました。この割合は、親子連れでも

成人でもそれ以外でも、回答者の属性に

関わらず、ほぼ一定であることも分かり

ました（図4）。つまり、親子連れが成人より

もぬいぐるみ展示を好むわけではない。

これは意外な結果でした。確かに何件

か、乳幼児を連れた方から「幼い子どもに

剥製は怖い」という意見も寄せられたの

ですが、それ以上に「博物館では子ども

に本物を見せたい」とする保護者が多数

派だったのです。

　 ということで、我々が確かめたかった

「剥製の展示は親子連れにも受け入れ

られるのか？」という問いに対する答え

は「Yes」。実物の標本を見たいという声、

博物館らしい展示を求める声を受け、

今回は剥製と生態画を並べるという当初

のコンセプトのまま準備を進めることに

決定しました。しかし一方で、実際に来館

した人の1/3 は「②ぬいぐるみ＋生態

画の展示」を嗜
し こ う

好したことも事実です。

これらの来館者を排除しないような展示

を検討する必要もありそうです。

　 なおアンケートでは「企画展ではど

んな展示が見たいですか」についても、

複数選択可で聞いてみました。最も多

かったのは『生き物の勉強になる展示』

という回答で54％。この設問の回答

分析で興味深かったのは、属性（親子

連れか成人か）以上に、「①剥製派」か

「②ぬいぐるみ派」かによって回答の傾向

が分かれたことです。「①剥製＋生態画

の展示」を好んだ人は、親子連れであれ

成人であれ 『生き物の勉強になる展示』

を嗜好。一方「②ぬいぐるみ＋生態画の

展示」を好んだ人は、『低い位置にある

展示』『親子で楽しめる展示』に重きを

置く傾向があることが分かりました。そ

して『一緒に記念撮影できる展示』を

最も嗜好したのは、親子連れではなく

「②ぬいぐるみ派」の成人でした。どんな

展示を見たいかは、その人が博物館に何

を求めているかによって回答が異なる

のだなぁと考えさせられる結果でした。

評価の先の、より良い展示へ

　 ミューズ・フェスタ2023における多く

の皆さんのご協力のおかげで、展示の

形成的評価を行い、企画展の方向性を

確認することができました。その後も試作

展示を作っては関係者に見てもらって

感想を聞くなど、展示内容を最終決定

するための準備作業を続けています。

　やるべきことはまだ盛り沢山ですが、

学芸員の展示意図を上手に伝え、かつ

皆さんに楽しんでいただける展示になる

よう、企画展チーム一同頑張っていきたい

と思います。まだ少し先ですが、来春の

企画展、ぜひ見に来てください！

図3.　試作展示（上）と形成的評価の実施の

様子（下）（ミューズ・フェスタ2023）.

図4.　「①剥製＋生態画の展示」と「②ぬいぐ

るみ＋生態画の展示」どちらが好きですか？

という問いに対する回答（全202枚に対する

割合）．小学生以下の親子連れでも， 成人

のみでも， どちらも回答の割合はあまり変わ

らなかった．
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はじめに

　 2023年4月20日から1年間、英国の

University College London（ユニバー

シティ・カレッジ・ロンドン； 以下、UCL）
で研究活動を行うため、長期出張に出て

います。ここでは、その経緯と研究の

様子をお伝えしたいと思います。

　日本の研究者が研究資金を得る方法

の一つが、独立行政法人 日本学術振興

会への研究費の申請です。文部科学省

所管の学術振興会は、毎年公募を出し、

研究資金の援助を行っています。ここで

交付される研究助成金が「科研費」と呼

ばれるものです。科研費には色々な種類

がありますが、今回獲得したのは、採択

された研究者が海外の大学などの研究

機関で1年程度の期間に国際共同研究

を行うためのものです。この申請が採択

されたのは2018年度のことでした。採択

後 3 年以内に渡航する決まりのため、

2020年4月上旬に渡航を予定していま

したが、新型コロナウイルスの流行により

渡航中止となりました。非常事態に伴い

研究期間の延長が認められ、渡航規制

が緩和された今年度、ようやく実現する

ことができました。滞在先のUCLは、私が

学位を取得した大学であり、とても馴染み

が深い場所でもあります（図1）。

University College London（UCL） は

どんな大学？

　 University College LondonとUniversity
of Londonの違いを問われることが度々

あります。UCLは、University of London
設立の大元になった大学です。UCLの
設立後、ロンドン市内にキングズ・カレッジ

など多数のカレッジが誕生しました。これ

らの総称がUniversity of Londonとなり

ます。UCLもUniversity of Londonの中に

含まれ、どちらもロンドン大学と訳される

ことが多いのですが、混乱を避けるため、

ここではUCLと表記します。UCLの設立

は1826年に遡
さかのぼ

ります。大学設立の際、

その理念に大きな影響を与えたのが哲学

者のジェレミー・ベンサムでした。当時は

既に、オックスフォード大学とケンブリッジ

大学があったものの、英国教徒の貴族

男性のみ入学が許可されており、誰でも

教育を受けられる場所ではありませんで

した。ベンサムは「教育の機会は平等に

与えられるべきである」と唱え、その理念

に基づき人種・階級・宗教を問わず、誰

でも教育を受けることができるUCL（当時

はLondon University）が設立されました。

しかし、当時の「教育の平等」とは男性に

限られたことであり、女性の入学は許さ

れていませんでした。1860年代になると

女性の入学が許可され、1878年には英国

で初めて女性の学位取得が認められる

ようになりました。

　 教育の平等は留学生も例外ではあり

ません。江戸時代末期の1863年、長州

藩主の密命を受けた5人の若者（井
いのうえ

上 
馨
かおる

、井
いのうえ

上 勝
まさる

、遠
えんどう

藤謹
きんすけ

助、山
や ま お

尾庸
よ う ぞ う

三、伊
い と う

藤

博
ひろぶみ

文）が英国を訪れ、人種・宗教の制限

なく広く門戸を開いたUCLに聴講生と

して入学しました。さらに。1865年には、

薩摩藩からも14名の若者がUCLに入学

しています。その中の一人が、後に東京

帝室博物館（現・東京国立博物館）の

初代館長に就任した町
まちだ ひさなり／ひさすみ

田久成です。

UCLの中庭には、彼らの名が刻まれた

顕
けんしょうひ

彰碑があります。

　教育の平等化を実現した偉大なジェレ

ミー・ベンサムに現在もお目にかかること

ができます。ベンサムの死後、遺言により

遺体はUCLで医学研究のために解剖

された後、ミイラのような状態で保存され、

UCLの一角に鎮座することになりました。

しかし、あまりに長いこと座り続けてきた

ため、頭部が落ちてしまい、ゴムマスクが

被せられています（図2）。現在のUCL
には、様々な人種・宗教の学生や職員が

集まっています。その様子にベンサムも

満足しているかもしれません。

大学施設と博物館

　 UCLはロンドンの中心部に位置する

ため、キャンパスはコンパクトにまとまって

おり、一部の施設は街中に分散してい

ます。メインキャンパスは大英博物館の

裏口から徒歩5分ほどの場所にあり、ここ

には講義室や研究室の他、図書館、学食、

造形工房、シアター、ジムなどの施設が集

まっています。博物館は3つあり、ピートリー

博物館（考古）、グラント博物館（生物）、

アート博物館（美術）がメインキャンパス

内に点在しています。ここで特にご紹介

したいのがグラント博物館です。

　グラント博物館は1827年、ロバート・エド

モンド ・グラントによって教材用の標本を

管理するために設立されました。グラント

は、エディンバラ大学で教
きょうべん

鞭をとっていた

時代、若きチャールズ・ダーウィンに大

きな影響を与えた師としても知られてい

ます。UCLへ移籍したグラントは、英国初

の動物学及び比較解剖学の教授に着任

しました。しかし、当時の大学に教材用

の標本が一点もないことを知り、すぐに

骨格・液
えきしん

浸・ワックス標本の収集を始め

ます。彼の死後、書籍や１万点の標本は

博物館に寄贈され、現在の博物館コレク

ションの基盤となりました。ドードー、フクロ

オオカミなど世界的にも非常に珍しい

標本も数多く収蔵されているグラント博物

ロンドン研究日記
　　ま つ も と　　りょ う こ

松本 涼子（学芸員）

図1.　UCLのメインキャンパス.

図2.　UCLのキャンパス内に飾られたジェレ

ミー・ベンサム.
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という両生類を題材にしています。現生

両生類の起源には多くの謎が残されて

いますが、アルバノペトン類は現生両生

類の系統に近く、その進化の道筋を紐

解く上でも重要なグループであると考え

られています。しかし、化石記録が少なく、

その生態は謎に包まれていました。ところ

が近年、スペイン、日本、ミャンマーから新

たに発見された化石から、その興味深い

特徴が徐々に明らかになってきました。

獲物を捕らえる際に長く飛び出す舌や、

爬虫類のように鱗
うろこ

に覆われた体は、陸上

生活に適応していることを示しています。

また、アルバノペトン類は首の関節が発達

して、よく動くのに対して、現生両生類では

首の動く方向が限られています。進化の

過程で首の動きが制限されるように

なったとすれば、そこに何か利点があった

のでしょうか。この疑問に挑むため、絶滅

したアルバノペトン類の生態を復元し、

両生類の進化の一端を解き明かそうと

しています。

ロンドン自然史博物館

　研究には化石と現生の両生類を観察

する必要があるため、ロンドン自然史博物

館にも通っています。同じ研究室出身の

マーク・ジョーンズ博士が同博物館の

コレクション担当であるため、共同でデータ

収集を行っています（図5）。
　 UCLでは国内外の研究者による研究

発表を聞く機会に恵まれていますが、ロン

ドン自然史博物館でもセミナーが開催さ

れているため、時々そちらにも参加させて

もらっています。博物館の小規模セミ

ナーはティールーム横の会議室に20人
ほどの職員と学生が集まり、コーヒーと

ビスケットを片手に、気楽に議論するスタ

イルです。ティールームの壁には職員が

近年発表した論文がびっしりと貼られて

おり、活発な研究活動の様子を窺
うかが

い知る

ことができます（図6）。
　 ロンドン自然史博物館は、図書館が

充実し、CTなどの研究機材が整っている

素晴らしい博物館です（図7）。しかし、欠点

がないわけではありません。例えば、標本

カタログが不完全であることが多々あり

ます。液浸標本は瓶が古く、容易に標本

を取り出せないものが多く、膨大な書類

手続きを必要とするため、標本の貸し出し

も容易ではなく、標本の利便性が低い

のも問題です。各博物館の長所と短所を

目の当たりにし、標本管理について考える

機会が多々あります。この経験を自身の

標本管理にどう活かすかも課題です。

おわりに

　長期間、館を不在するにあたり、職員、

ボランティアの皆さんなど、多くの方々に

助けて頂き深く感謝しております。英国で

の貴重な日々を大切に過ごし、帰国後の

仕事に活かしていきたいと思います。

図3.　UCLのグラント博物館．改装中のため

現在閉館中．

館は、1996年になると一般公開されるよう

になります。2011年には、通りを挟んだ

向かい側の建物に博物館が移設され、

展示室を拡大してリニューアルオープン

しました（図3）。展示室内に学習スペース

もあり、大学の授業、研究、一般の来館者

など多くの人に利用されています。長い

博物館の歴史の中で、分子生物学など

の新しい学問の発展に伴い、古い自然史

標本の利用価値が問われた時代もあり

ました。しかし、どんなに科学が進歩しよう

とも自然史標本には普遍の価値がある

ことが再認識され、グラントの標本は200年
近く学内外の人々に活用されています。

この先も多くの人々が彼の集めた標本

を手に取り、学び、新しい発見をしていく

ことでしょう。

UCLでの研究課題

　 現在、在籍しているのはUCLのメイン

キャンパス内のスーザン・エバンス教授

の研究室です（図4）。世界的にも有名な

両生爬虫類の研究者で、大学院生時代

の指導教官の一人です。今回UCLとの

共同研究では、絶滅したアルバノペトン類

図4.　UCLのエバンス研究室.

図5.　ロンドン自然史博物館の現生両生類の

コレクション．ジョーンズ博士と標本を選出中.

図6.　ロンドン自然史博物館の動物部門の

ティールーム．壁には職員の論文が張り出さ

れている.

図7.　ロンドン自然史博物館の現生魚類・両生

爬虫類の図書室．他にも多くの図書室がある．
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特別展「かながわご当地菌類展」
2023年7月15日（土）～11月5日（日）　9：00～16：30（入館は16：00まで）

休館日： 9月4日（月）・11日（月）・12日（火）・19日（火）・25日（月）

　　　　　10月2日（月）・10日（火）・11日（水）・16日（月）・23日（月）・30日（月）

　きのこ、カビなどの菌類は、身近でありながら謎に満

ちた存在です。本特別展では、神奈川県やその周辺から

新種発表された菌類のほか、絶滅のおそれのあるレアな

菌類、県内でなじみ深いきのこなど、これまでの研究の

成果から、かながわらしい「ご当地菌類」を多数ご紹介し

ます。展示のラストには、「みんなで選ぼう！かながわ

ご当地菌類投票」コーナーもありますのでお楽しみに！

自然科学のとびら

第29巻3号（通巻112号）

2023年9月15日発行

発行者 神奈川県立生命の星・地球博物館
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●植物図鑑の使い方～樹木編～［博物館］

　 日時／10月14日（土） 10:00～15:00
　 対象／小学4年生～成人・教員　20人
　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須、

　 　 　 　 　 その場合は幼児連れ可。

　申込締切：10月3日（火）

●本当は怖いアメリカザリガニ

～最悪の水辺の外来種について勉強しよう～［川崎市］

　 日時／10月15日（日） 9:30～14:00 ※雨天中止

　 対象／小学生～成人 20人
　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須

　 申込締切：10月3日（火）

●先生のための地層と化石入門　ハマの地形編

［1日目：博物館、2日目：横浜市］

　 日時／10月21日（土）・22日（日） 10:00～16:00 
　 　 　 　 ※2日間の参加が条件です。

　 対象／教員 8人
　 申込締切：9月19日（火）

●あなたのパソコンで地形を見る（一般向け）［博物館］

　 日時／10月22日（日） 10:00～15:00
　 対象／成人 6人
　 申込締切：10月10日（火）

●地質や地形を観察してみよう［二宮町］

　 日時／10月28日（土）10:00～15:00 ※雨天中止

　 対象／小学4年～6年生とその保護者　20人
　 　 　 　 ※保護者参加必須

　 申込締切：10月17日（火）

●はっぱであそぼう［博物館］

　 日時／11月12日（日） 10:30～11:30
　 対象／5～6歳の子どもとその保護者　8組24人
　 　 　 　 ※保護者参加必須

　申込締切：10月31日（火）

●貝殻のふしぎを調べよう

①ホタテ[小田原市] ②アサリ[横浜市] ③巻貝[横浜市]

　 ①日　　　時／11月19日（日） 10：00～15：30
　 　 申込締切／11月 7日（火）

　 ②日　　　時／11月26日（日） 10：00～15：30
　 　 申込締切／11月14日（火）

　 ③日　　　時／12月 3日（日） 10：00～15：30
　 　 申込締切／11月21日（火）

　 ※室内講座です。また、連続講座ではありません。

対象／小学4年生～成人 18人
　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須

●秋の地形地質観察会［大磯町］

　 日時／11月23日（木・祝） 10:00～15:00
　 　 　 　 ※雨天中止

　 対象／中学生～成人　25人
　 申込締切：11月7日（火）

●初めてのシダ～シダ植物の観察ポイント～［博物館］

　 日時／12月10日（日） 13:30～15:30
　 対象／中学生～成人　6人
　 申込締切：11月28日（火）

〔催し物への参加申込について〕
　 講座名・開催日・代表者の住所・電話番号・申込者全員の氏名・年齢 （学年）を明記の上、往復

はがきにて当館住所まで郵送、またはウェブサイトからお申込ください。応募者多数の場合は抽選と

なります。抽選で落選した方に対し、キャンセル待ちの対応を行ないます。ご希望の方は、お申込時

に、その旨をご記入ください。参加費は無料ですが、講座により傷害保険（1日50円／1人）への加入

をお願いすることがあります｡

催し物の詳細や最新の情報は、当館ウェブサイト、
および公式Ｘ（旧・Twitter）でご確認ください。

[公式ウェブサイト] https://nh.kanagawa-museum.jp/
[公式 Ｘ] @seimeinohoshiPR　　[混雑情報 Ｘ] @seimeinohoshiCI
[問い合わせ先] 企画情報部 企画普及課　TEL: 0465-21-1515

生命の星

　 1冊の本との出会いが、自分を思ってもいなかった行動に走らせることがあるもの

です。

　 ある女性が長
お さ だ

田武
たけまさ

正 著『野草の自然史　植物分類へのみちしるべ』という本を

1997年に個人出版しました。この女性は古書店で入手した、1979年に講談社から出版

されていた同名の本にとても感動し、さらに同書が絶版であることを惜しみ、著者の快諾

を受けて、一部分を省略した抄
しょうほん

本として復刊しました。

　個人出版にはかなりの労力が必要ですが、感動した気持ちが勝
まさ

ったのでしょう。著者

の長田武正（1912－2002）は『日本イネ科植物図譜』（平凡社）や『検索入門野草図鑑』

（保育社）などの著書がある植物分類学専攻の学者です。後に、講談社は絶版だった

単行本の『野草の自然史』を新たにブルーバックスの1 冊として、内容はそのままに

『小事典・野草の手帖　植物分類への道しるべ』と書名を変えて出版しました。

　 これは女性の熱意の賜
たまもの

物と言えたらよかったのですが、この1冊が世に出たのは

1989年のことで個人出版よりも8年
ほど前に遡

さかのぼ

ってしまいます。書名が

異なっていたためか、気付かな

かったのかもしれませんね。

　 ただ、個人出版を許可した際に

長田氏はブルーバックスのことは

伝えなかったのでしょうか？ 意外と

出版に関する謎はあるものですね。

　 今回は同名異本ではなく、異名

同本というべきでしょうか。

ライブラリー通信　同名異本② 野草の自然史 土
つ ち や  さ だ お

屋 定夫 （司書）

ブルーバックス　1989年 個人出版本　1997年


